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　『Being Faust - Enter Mephisto』は、従来のよう
な形での文化紹介と、東アジアのゲームカルチャー
の間を繋ぐインターフェースを模索していく中で
誕生しました。ゲーテ・インスティトゥート（ドイツ
文化センター）は、ピーター・リーとNOLGONGがそ
れまでに製作してきた、いわゆる「シリアス・ゲー
ム」という種類の、つまり遊びを通して学べるゲー
ムがふさわしいと考えました。
　そこでドイツの重要なドラマトゥルクの一人で、
『ファウスト』についても造詣の深いベンヤミン・
フォン・ブロムベルクの協力のもと、3年がかりで
この「ビッグ・ゲーム」を完成させました。このゲー
ムはパフォーマンス要素を強く持っており、使用す
るインスターレーションは、ゲームが開催されるそ
れぞれの国や地域、開催場所に合わせて設置でき、
ゲームに参加したいと思う人であれば誰でも参加
が可能です。ゲーテの『ファウスト』をすでに知っ
ている人にも、それともこのゲームで初めて『ファ
ウスト』に触れる人にも、お楽しみいただけるで
しょう。
　この革新的なプロジェクトの出発点となったの
は、「ファウストとメフィストが、現代のデジタル
社会で出会ったらどうなるのか？」という疑問でし
た。ですが、本質に迫る普遍的な問いかけは、いつ
の時代も変わりません。「人生において大切なもの

とは何か。自分の価値基準とはどのようにして決
まるのか。成功の代償として何を支払うのだろう
か？」
　『Being Faust - Enter Mephisto』は独特なゲーム
形式を持っています。ある決まった場所と決まった
時間に集合した参加者に、それぞれ若きファウスト
の役になりきっていただきます。ファウストである
参加者は命を賭ける意思を持ち、刺激的なヴァー
チャルショップMEPHISTO&coへとスマートフォン
でアクセスします。MEPHISTO&coではさまざまな
「価値」や「理想」が商品＝『ファウスト』からの引用
文として提供されています。「ログイン」によって、
ファウストたちとMEPHISTO&coの契約が成立、誘
惑のゲームのスタートです。参加者はいったいどこ
までリスクを冒す心構えが出来ているでしょうか。
成功や美は「購入」することができるのでしょう
か？　平凡だけれども穏やかな日常に戻る道はあ
るのでしょうか、それとも真実の愛と友情を手にす
ることができるのでしょうか？
　これまでさまざまな国と地域で開催されてきた
『Being Faust - Enter Mephisto』を今回フェスティ
バル /トーキョーにご招待いただき、心よりお礼申
し上げると同時に、日本のお客様に楽しんでいただ
けることを切に願っております。
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ゲーテがファウスト伝説に注ぎ込んだものとは
何だったのか
平松智久（福岡大学人文学部ドイツ語学科准教授）

ファウスト伝説の禁と欲

　ファウスト博士、すなわちヨーハン・（ゲオルク・）
ファウストは、1480年頃にドイツ南西の小村クニッ
トリンゲンで生まれ、1540年頃、シュタウフェンで
実験途中に爆死したといわれる実在の錬金術師・占
星術師である。彼は、現代でいうところの科学や化
学の知識を駆使して奇術を行い、各地を転々としな
がら占いなどで生活の糧を得ていたらしい。だが彼
には大言壮語を繰り返す癖があったため、ルネサン
ス魔術に詳しい知識人たちから、彼の山師的な「黒
魔術」は見下され、彼自身も悪魔と結託した人物と
さえみなされていた。とはいえ他方で彼の言動には
民衆から大きな関心が寄せられていたのも確かであ
る。だからこそファウストの死後には、彼の「伝説」
が次々と語られ出したのであった。
　数多あるファウスト伝説が最初にまとめられたの
はフランクフルトの出版業者ヨーハン・シュピース
による匿名の民衆本『実伝ファウスト博士』（1587年）
である。その内容は、右のように長い副題に要約さ
れる。つまり、〈無限の知識を求めるファウスト博士
が24年の期限を定めて悪魔メフォストフィレス

0 0 0 0 0 0 0 0 0

と契
約し、不可能なことを可能とする力を獲得して、富、
権力、栄誉、享楽を望むままに享受するが、最後に
は永遠の劫罰を受けて悲惨な死を迎える〉という物
語である。また、（実際にはファウスト博士本人の手
による資料は残されていないのだが）信憑性を高め
るために〈博士自らが書き遺した文書〉を基にしてい
ると謳われたうえで、〈悪い手本として警めのため
に出版〉するのだとも語られている。悪魔の力を借り
て地獄を巡り、世界中を飛びまわっては、変身術や

幻術を使って人をたぶらかし、自らの欲望のままに
放蕩三昧する博士。彼に許されなかったのは「結婚」
だけだった。「愛」は神を信ずる者の特権だからだと
悪魔はいう。そうして悪魔は彼を肉欲に溺れさせる。
ファウスト伝説として語られる諸々の「黒魔術」は、
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構成：ピーター・リー
NOLGONG クリエイティブ・ディ
レクター。ゲーム開発者であり、
教育学の専門家。タイムマネージ
メントのための「Serious Games」
や、学校の日常をゲームに置き換
えたスクールプロジェクト「Quest 
to learn」などを開発。 ニューヨー
ク「Institute of Play」の役員会メン
バーでもある。韓国でNOLGONG

社を設立。ゲームと教育学の理念のもと、チーム形成や想像力促
進を目的とした大規模なゲームの開発にあたっている。また、非営
利活動として「NOLGONG Classics」を立ち上げ、文学作品を、ソー
シャルメディアを利用した体験型ゲームに発展させるプロジェク
トを行っており、『Being、Faust – Enter Mephisto』のほか、ジョー
ジ・オーウェル『1984』 、トルストイ『アンナ・カレーニナ』、シェイ
クスピア『口ミオとジュリエット』などを開発している。

Q. 本作で提示される12の価値（愛・名声・力・家族・信仰・富・
美・自由・若さ・進歩・快楽・知）のうち、重要だと思うもの
を3つ教えてください。また、その理由とは？

私が選ぶ3つの価値を重要な順に並べた。
〈自由〉自身の意思や選択によって物事を考え、感じ、行動
するために自由でありたいと願っている。
〈喜び〉人生は楽しいことばかりではない。けれど、最も根
底にある欲望の形は、私自身の意思と選択が存在するとこ
ろに浮かび上がってくるものだ。
〈愛〉私の欲望の対象は、人間、あるいは物やアイデアか
もしれない。欲望とは皮肉なもので、私自身が自分の欲望
と要求に苦しめられることがある。私は自由になりたいと
願うからこそ、何かを愛し、何かに愛されることができる
のだ。

出演：古屋隆太（ふるや・りゅうた）
1971年生まれ。サンプル・青年団
所属。主な舞台出演作は、城山羊
の会『トロワグロ』サンプル『自慢
の息子』（共に岸田國士戯曲賞受
賞作）、青年団『走りながら眠れ』、
岡田利規氏演出『わかったさん
のクッキー』など多数。12月には
谷賢一氏演出の『TUSK TUSK』に
出演。映像は、世にも奇妙な物語　

25周年記念『幸せを運ぶ眼鏡』など。CMは、出演に限らずナレー
ションをすることも多い。

Q. 本作で提示される12の価値（愛・名声・力・家族・信仰・富・
美・自由・若さ・進歩・快楽・知）のうち、重要だと思うもの
を3つ教えてください。また、その理由とは？

〈愛〉愛は人間界においてはすべての原動力でせう。
〈家族〉家族は一番大切。家族を失ったら僕はもう即身成仏
目指します。
〈知〉知なくしては人になれないでせう。

悪魔の領域に属し、キリスト教の教えに背くゆえ、固
く禁じられたものであった。禁則を破り、悪魔に魂を
売って欲望に身を任せたファウスト博士は、最期の
晩、壁から壁へと悪魔に叩きつけられて壮絶な死を
遂げる。彼の死んだ部屋は血まみれで、壁には脳髄
がこびりつき、床には二つの目玉と何本かの歯だけ
が転がっていたという。『実伝ファウスト』は、その
ような目に合わないためにも信者は常に神を畏れ、
そして、神を愛せよと訴えたのである。

『悲劇ファウスト』の完成まで

　民衆本『実伝ファウスト博士』は出版されるやい
なや版を重ね、次々と翻訳されてヨーロッパ中に広
まった。しかしなぜこの物語が絶大な人気を博すこ
とになったのか。それは、たとえ悪魔のおかげであっ
たとしても、人間の心の奥底に潜む欲望が限界ま
で描き出されていたからに違いない。さらに時代が
ファウスト的精神を受け入れた。16世紀末のドイツ
は人文主義と宗教改革によって近代的自我が生まれ
た時代だった。人文主義は精神をより自由なものへ
と解放し、宗教改革はカトリックとプロテスタントの
いずれかの信仰を個人の意思で選択するように迫っ
た。もはや神聖な宗教的秩序を妄信し、教会の指示
に従ってだけ生きることは許されない。人間は個人
の内面的な自由と責任のもとに苦しみながら「知る」
ことが義務となる。飽くなき知識欲にかられたファ
ウスト博士はそのような時代の精神的代表であり、
悪魔との契約がゆえに免れなかった彼の悲惨な死に
様は近代人の悲劇だとみなされたのである。
　その後、博士の物語はイギリスのクリストファー・
マーロゥによる『ファウストゥス博士の悲劇的物語』
（1592年）として文学的な劇作品となり、イギリスの
みならずドイツでも各地で上演された。30年戦争で
ドイツ国内が荒廃した後にもなおファウスト劇は、
民衆劇、人形劇、人形芝居へと形を変えて長く語り
継がれている。幼少期に人形劇でファウスト博士の
伝説を知ったゲーテは、文学的活動の最初期からこ
のテーマに取り掛かり、断続的ではあったが死の直
前まで60年以上のあいだ執筆を続けた。それゆえ作
中には、詩人の自己と時代的背景がすべて投影され
ることとなった。ファウストの生涯をテーマとした
文学作品は他にも数多くある。しかしゲーテの『悲
劇ファウスト』（『第1部』1808年／『第2部』1833年） 
は、「救済」案を出したレッシングの「断片」に影響を

受けた後で、「完成作品」として初めて博士の「救済」
を描ききったという意味において、別格なのである。

ゲーテがファウスト伝説に注ぎ込んだもの

　ところで、ゲーテが生きたのは、まさに錬金術が
科学に変わろうとする近代への転換期でもあった。
あらゆる欲望が悪魔との「契約」によって現実化した
中世と異なり、近代は不可能だったものが自然科学
の技術によって可能となりはじめた時代である。そ
の発展の速さはもはや悪魔的といっても過言ではな
く、あるいはその速度自体が新たな悪魔と言い換え
られた。（ゲーテ自身も、近代的技術発展のあまりの
速さに対して、決して「不安」をなくせなかったよう
だ。）中世ほど信仰心の篤くない近代ではすでに旧来
の悪魔の存在意義が弱まり、悪魔との「契約」も古く
さく時代遅れとなっていた。そこでゲーテは、ファウ
ストにメフィスト
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と、「賭け」をさせる。つ
まり、魔力を借りたファウストが永遠に活動し続け
られるのか、あるいは、満足して活動を止めるのか
という「賭け」である。誘惑に負けて「止まれ、お前
は本当に美しいから」と口にしたなら「破滅」しても
よいとファウストは約束する（魂を渡すとは約束し
ていない）。しかし従来のファウスト博士の描かれ方
と異なり、ゲーテの『ファウスト』では博士もなかな
か狡猾だ。決して活動を止めないファウストは、例
の文言を最後に口にする直前に「条件」を付け加え
る。「そのような〔満足をする〕瞬間（があったとして、
それ）に対してなら〔「止まれ」と〕言ってもいいだろ
う」と。そのような仮定法的表現で彼は悪魔に早と
ちりをさせるのであった。その後ファウストの永遠
に活動する霊は、天上からの「愛の恩寵」を受け、か
つての恋人グレートヒェンの霊の手引きで「救済」の
光へと導かれる。ゲーテはこのような形で「救済」の
結末を描くことで、ファウスト伝説を現代にも相通
ずる普遍的な心のドラマに変貌させたのであった。
　いまや科学技術と切っても切れない関係をもつ現
代人は、いま悪魔と「契約」を交わして悪魔的速さに
追われているようなものである。あなたは現代に生
きる、一人のファウストだ。メフィストーと「契約」
を交わしたあなたの「賭

ゲー ム
け」はすでに始まっている。

“Being Faust - Enter Mephisto” を体験された方に
は是非、ゲーテの『ファウスト』を手に取ってほしい。
あなた自身の物語が必ずそこに見つかるはずだ。

実伝

ヨーハン・ファウスト
博士

音に聞こえし魔術師妖術師が
年季を定め悪魔に身を売りて そのあいだ見聞

したる怪異みずから為せる不思議
また自業自得なる

報い

過半は博士自ら書き残せる文書より世の
なべての不埒軽佻背神の徒が忌まわしき

例しおぞましき見本かつはまた
衷心よりなる警めがため

茲にとりまとめ
印書す

ヤコブの書第四章
汝ら神に事えよ悪魔に立ち向かえ
さらば彼なんじらを逃げ去らん

（松浦純訳『ファウスト博士』）


